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映像民俗学者 姫田忠義の軌跡を追う 
1928 年神戸に生まれ、昨年７月29 日逝去した姫田忠義は、若き日、民俗学者の宮本常一との出会いをきっかけに、“ほんとうの自分を求めて”日本

各地への旅を始めました。地方の山村や漁村が大きく姿を変えつつあった高度成長期の1961年より、庶民の生活とその生活文化の足元（基層文化）

を映像で記録する活動をスタートさせ、その後1976 年には東京で民族文化映像研究所を設立、活動の基盤を広げました。『アイヌの結婚式』『イヨマ

ンテ－熊送り』『椿山－焼畑に生きる』などに代表される119 本の労作は数々の賞を受賞、また仏政府から芸術文化勲章・オフィシエを授与されるな

ど、海外でも高く評価を受けています。 

姫田忠義がみずからの半生をふりかえりつつ、後に続く世代のために書き起こした初めての著作『ほんとうの自分を求めて』（1977 年発刊 ちくま

少年図書館36・心の相談室）は、ながく絶版になっていましたが、その生き方に共感した若い世代のボランティアの手で本文をすべて入力し直し、

３年にわたる編集作業をへて「まだ知らない日本に出会う、人生という旅のみちしるべ」叢書、クリエ・ブックス第１巻として2013 年12 月に新版

再刊されました。当催しは、姫田忠義が旅を通して、そして映像を通して見つめ続けたものを追い、私たちのこれからのビジョンを考える道しるベ

となり得ればという思いを込めて企画しました。 

なお京都会場では、初の試みとして、江戸浄瑠璃新内研進派三代目家元・八代目新内志賀、重森三果による語りと新内節により、“ほんとうの自分を

求めて”人生の旅を続けた姫田忠義の心象風景を抒情豊かに表現します。 
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